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主要成果 

 

 

 

［成果の内容］ 

チベット高原中央部の当雄と高原北縁部の海北の二つの地点で、2005 年から 5 年間、

気象の長期モニタリングを行いました。両観測地点とも、一目瞭然の草線（草本類による

被度がほぼ 100%の限界線。さらに標高の高い場所にも植生はあるが、被度が急激に低下

する）が存在します（図１）。草線の標高は、北縁部の海北では 4200m、中央部の当雄で

は 5200m で、1000ｍもの差があります。しかし、両地点の草線の気候条件は、7～8 月の

平均気温が 5.0℃前後など、きわめて類似していることが明らかになりました（表１）。こ

のような気候条件が、チベット高原における草線の形成の主な要因になっていると考えら

れます。 
また、当雄の標高 4280m の山麓にある気象官署の過去 47 年間の観測値と草線付近で観

測した気象データから、現在の草線高度における過去の気温の変動を推定しました。その

結果、過去 47 年間で、7 月の平均気温は 0.8℃上昇し、日平均気温 5℃以上の日数は 15
日以上も増加したと推定されました（図２）。この温度上昇は標高に伴う温度逓減率（0.65℃
/100m）から考えると 100ｍ以上の標高の上昇に相当し、草線の移動をもたらした可能性

があります。 
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チベット高原における草原生存極限（草線）の気候条件 

 

［要約］ 

チベット高原おける草原生存極限（草線）付近で、標高別に詳細な気象観測を行い、夏

季の気候条件が草線形成の主な要因となっていることを明らかにしました。また、気象

官署の既往の観測値の解析により、温暖化進行による草線移動の可能性を示唆しました。 

［背景と目的］ 

地球の第３極と呼ばれるチベット高原では、温暖化による生態系への影響が早期にかつ

急激に現れる可能性が指摘されています。しかし、チベット高原の 34%の面積を占める

標高 4800m 以上の地域では、気象観測と生態調査はほとんど実施されておらず、生態

系への温暖化影響の実態はよくわかっていません。そこで、このような高地で標高別に

気象をモニタリングするとともに、気象官署による既往の観測値を用いて、草線付近の

気象条件とその長期変動を解析しました。 
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表１ チベット高原における草線周辺の気候条件 

  2005 年 8 月から 20010 年 7 月までの 5 年間の平均値と標準偏差 

地点 
7－8 月 

平均気温 

日平均気温５℃

以上の日数 

日平均気温 5℃ 

以上の積算温度 

5-20cm の土壌 

体積含水量 

海北(4200m) 

37゜42′N 

4.8 

±0.25℃ 

38 

±6 日 

245 

±22 ℃日 

14 

±1.5 % 

当雄(5200m) 

30゜32′N 

4.7 

±0.42℃ 

41 

±15 日 

266 

±101 ℃日 

6 

±0.3 % 

 

図１ チベット高原における草線（当雄：91゜03′E、 30゜32′N） 

左下はリモートセンシングの植生画像。 

図２ 気象官署の観測値から推定した、チベット高原当雄の現在の草線付近

（標高 5200m）における 7 月の気温と日平均気温 5℃以上の日数の長期変化。 

草線 


